
　（別紙４（２）） 事業所名：グループホーム楽苑

目標達成計画 作成日：　令和　　8　年　　6　月　　5　日

優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標 目標達成に向けた具体的な取り組み内容
目標達成に
要する期間

1 1
理念についての振り返りの機会が設けられてな
い。理念の理解、定期的な確認、共有する仕組
みの構築が求められる。

職員全員が、理念を先ずは知り、「楽しいと
は何か？」を一人一人が再認識する。楽しい
環境・楽しい空間・楽しい行動を具体的に考
え実践しよう。

1.職員や利用者様から楽しいと感じた体験やア
イデアを収集し成功例を共有するしくみ（グルー
プラインや連絡帳）写真・動画など職員間のコ
ミュニケーションを促進します
2.理念の見える化でポスター掲示

3ヶ月

2 6
個々の生活環境・性格など把握し生活していく
中で理解しにくい行動に対応できていない。

安心・安全に生活が送れるよう身体拘束に
ならないケアをできるようにする。

毎日の行動・言動・顔の変化などでその日の行
い、シグナル、等を職員同士で共有し身体拘束
にならないケアを実施していく

3ヶ月

3 35
災害対策についての話合いの実績や検討結果
の記録不足、周知状況が分かりにくい。

災害対策について常に想定し避難誘導の実
施ができるよにする。

マニュアルの見直し、避難誘導の実施、実施後
の記録と運営推進会への実施状況の報告を確
実に行う

1ヶ月

【目標達成計画】　

目標達成計画は、自己評価及び外部評価結果をもとに職員一同で次のステップへ向けて取り組む目標について話し合います。
目標が一つも無かったり、逆に目標をたくさん掲げすぎて課題が焦点化できなくならないよう、事業所の現在のレベルに合わせた目標水準を考えながら、優先して取り組む具
体的な計画を記入します。


